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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
脂質相中に水性相が分散されている油中水固形エマルジョンの形態の化粧料組成物におい
て、前記脂質相が、融点が25～42℃であり、平均長さ0.1～50μm且つ形状係数２以上の針
状結晶形態の固体形態であるワックスの少なくとも１種を含み、及び、テクスチュロメト
リにより、プローブが該組成物に侵入する間に測定される最大力が0.25ニュートン以上で
あることを特徴とする化粧料組成物。
【請求項２】
水性相の含有量が組成物の総重量に対して50重量％以上であることを特徴とする請求項１
記載の化粧料組成物。
【請求項３】
結晶が３以上の形状係数を有することを特徴とする請求項１または２記載の化粧料組成物
。
【請求項４】
結晶が５以上の形状係数を有することを特徴とする請求項３記載の化粧料組成物。
【請求項５】
前記ワックスが25℃～40℃の融点を有することを特徴とする請求項１～４のいずれか１項
記載の化粧料組成物。
【請求項６】
ワックスが25℃～35℃の融点を有することを特徴とする請求項１～５のいずれか１項記載
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の化粧料組成物。
【請求項７】
結晶が、0.5～20μmの平均長さを有することを特徴とする請求項１～６のいずれか１項記
載の化粧料組成物。
【請求項８】
水性相の含有量が６０重量％超であることを特徴とする請求項１～７のいずれか１項記載
の化粧料組成物。
【請求項９】
水性相の含有量が７５重量％超であることを特徴とする請求項１～８のいずれか１項記載
の化粧料組成物。
【請求項１０】
５０重量％以下の水性相を含み、及び、脂質相が１０～４０重量％のワックス状相を含み
、該ワックス状相は0.1～100重量％の前記ワックスを含むことを特徴とする請求項１及び
３～７のいずれか１項記載の化粧料組成物。
【請求項１１】
50重量％超の水性相を含み、及び脂質相が10～40重量％のワックス状相を含み、該ワック
ス状相は50～100重量％の前記ワックスを含むことを特徴とする請求項１～９のいずれか
１項記載の化粧料組成物。
【請求項１２】
１～４０重量％の前記ワックスを含むことを特徴とする請求項１～１１のいずれか１項記
載の化粧料組成物。
【請求項１３】
４～１０重量％の前記ワックスを含むことを特徴とする請求項１２記載の化粧料組成物。
【請求項１４】
前記ワックスが少なくとも１種のポリメチレンワックスであることを特徴とする請求項１
～１３のいずれか１項記載の化粧料組成物。
【請求項１５】
前記ワックスが少なくとも１種のポリオキシアルキレン化シリコーンであることを特徴と
する請求項１～１３のいずれか１項記載の化粧料組成物。
【請求項１６】
前記ポリオキシアルキレン化シリコーンが、式（III)で表されることを特徴とする請求項
１５記載の化粧料組成物

R1は、同一もしくは異なっていてよい、直鎖もしくは分岐C1～C30アルキルもしくはフェ
ニル残基を表し、
R2は、同一もしくは異なっていてよい、CｃH２ｃ－O－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）

ｂ－Ｒ５残基を表し、
R5は、同一もしくは異なっていてよい、水素原子、１～１２個の炭素原子を有する直鎖も
しくは分岐アルキル残基、１～6個の炭素原子を有する直鎖もしくは分岐アルコキシ残基
、2～３０個の炭素原子を有する直鎖もしくは分岐アシル残基、ヒドロキシ残基、所望に
よりアミン上で置換されていてもよいC1～C6アミノアルコキシ残基、所望によりアミン上
で置換されていてもよいC2～C6アミノアシル残基、所望によりアミン及びアルキル鎖上で
置換されていてもよいアミノアルキル残基、C2～C30カルボキシアシル残基、１もしくは
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２個の置換されたアミノアルキル残基により所望により置換されていてもよい基、－NHCO
（CH2)ｄOH、及びフォスフェート基から選ばれる基を表し、
ｄは１～１０、ｎは０～５００、oは０～２０、ａは０～５０、ｂは０～５０、ａ＋ｂは
２以上、ｃは０～４である。
【請求項１７】
組成物の総重量に対して、0.5～80重量％の、少なくとも１の液状の脂質相を含むことを
特徴とする請求項１～１６のいずれか１項記載の化粧料組成物。
【請求項１８】
組成物の総重量に対して、３～６０重量％の、少なくとも１の液状の脂質相を含むことを
特徴とする請求項１７記載の化粧料組成物。
【請求項１９】
スティックまたは皿状の形態に成形された形態であることを特徴とする請求項１～１８の
いずれか１項記載の化粧料組成物。
【請求項２０】
口紅またはリップバルサム、固形ファンデーション、コンシーラー、コンプレクションコ
レクター又はエンハンサー、及び/又はアイシャドウ、メイクアップほほ紅、アンチサン
バルサム又はデオドランドバルサムの形態であることを特徴とする請求項１～１９のいず
れか１項記載の化粧料組成物。
【請求項２１】
融点が25～42℃であり、平均長さ0.1～50μm且つ形状係数２以上の針状結晶形態の固体形
態であるワックスの少なくとも１種を、テクスチュロメトリにより、プローブが侵入する
間に測定される最大力が0.25ニュートン以上である油中水固形エマルジョンの形態の化粧
料組成物の調製のためのテクスチャ付与剤として使用する方法。
【請求項２２】
平均長さ0.1～50μm且つ形状係数２以上の針状結晶形態の固体形態であるワックスの少な
くとも１種を、50重量％超の水性相を含み、テクスチュロメトリにより、プローブが侵入
する間に測定される最大力が0.25ニュートン以上である油中水固形エマルジョンの形態の
化粧料組成物を調製するためのテクスチャ付与剤として使用する方法。
【請求項２３】
請求項１～２０のいずれか１項記載の組成物を、皮膚及び／又は唇に塗布することを含む
皮膚及び／又は唇をケアし及び／又はメークアップする化粧方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　 本発明は、頭皮及び／又は唇を含む人間の皮膚をケアし及び／又は処理し及び／又は
メークアップするための油中水固形エマルジョンに関し、それは特に、鋳込まれた（キャ
ストされた）メークアップ製品及び特にメークアップスティック、例えば口紅またはファ
ンデーションの形態である。それらは特に、皮膚及び／又は唇のためのメークアップ及び
／又はケア組成物、日焼け防止（アンチサン）組成物、衛生組成物、例えば防臭（デオド
ラント）製品、であり得る。
【背景技術】
【０００２】
　化粧料分野では、油中水エマルジョンは活性成分が水性相に運ばれるのを可能とし、塗
布の間及び後にフレッシュな感覚を与えるのでよく使用されている。従来の油中水滴は、
１または２以上の界面活性剤と油性相とを含む。それらは、ワックス状相をも含む。ワッ
クス状相は、特に、スティックを得るために、油中水エマルジョンを構成するのに役立つ
。このためには、ワックス粒子を互いに接続することによって、それらの間でネットワー
クが確立され、それが製品の凝集（コーヒージョン）を与える。
【０００３】
　一般に、従来の固形油中水エマルジョンは、高い濃度の水性分散相を、即ち50重量％以
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上を、期待される機械的強度を顕著に損なう危険性無しに含むことができない。
【０００４】
　欧州特許願EP1064908は、カルボキシ－アルキル－ポリグリセリン族からの乳化剤で安
定化された30重量％未満の水と液化温度が60℃より高い脂質相を含む反転エマルジョンタ
イプの固形化粧料組成物を記載する。日本国特許公開03－261707号は、シリコーンオイル
、融点が８0℃のワックス、水、及び少なくとも１種のジメチコンコポリマータイプの乳
化剤を含む固形化粧料エマルジョンを記載する。国際公開99/47111号は、ポリエチレンワ
ックス及び約70℃の融点の水素化ホホバ油を含む脂質相中に40重量％未満の水性相がアル
キルジメチコンコポリマータイプのシリコーン界面活性剤を用いて乳化された油中水エマ
ルジョンタイプの固形化粧料組成物を記載する。
【０００５】
　より最近、欧州特許願1159954は、固形反転エマルジョンにおいて、水性相中の分散物
として５～50重量％の水素化ホホバ油の使用を提案し、該エマルジョンは、少なくとも１
種のポリオキシアルキレンタイプのシリコーン界面活性剤で安定化されている。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　予想外に、本発明者らは油中水エマルジョン中の組織（テクスチャ）付与剤として、そ
の融点及び室温で特定の形状の結晶形として存在できる特定のワックスが有効に使用でき
ることを見出した。有利なことに、該ワックスは、非常に高い水相量まで、充分に硬く且
つ脆く無いスティック形態の化粧料の調製を可能とする。該組成物は、ケラチン物質上に
充分な塗布（デポジション）を可能とする。
【０００７】
　より詳細には、本発明の一の側面は、脂質相中に水性相が分散された油中水固形エマル
ジョン形態の化粧料組成物に関し、前記脂質相は、融点が25～42℃であり、形状係数２以
上の結晶形態の固体形態である少なくとも１種のワックスを含むことを特徴とする。
【０００８】
　本発明の他の側面は、融点が25～42℃であり、形状係数２以上の結晶形態の固体形態で
あるワックスの少なくとも１種を、油中水固形エマルジョンの形態の化粧料組成物を調製
するためのテクスチャ付与剤として使用する方法である。
【０００９】
　本発明の他の側面は、形状係数２以上の結晶形態の固体であるワックスの少なくとも１
種を、50重量％超の水性相を含む油中水固形エマルジョンの形態の化粧料組成物を調製す
るためにテクスチャ付与剤として使用する方法である。
【００１０】
　本発明は、本発明の化粧料を皮膚及び／又は唇に塗布することを含む皮膚及び／又は唇
をケアし及び／又はメークアップする化粧方法にも関する。
【００１１】
　本発明に従い、対象の組成物は油中水エマルジョン、即ち、油性相中に水性相を１また
は２以上の界面活性剤を用いて乳化することによって得られるものである。
【００１２】
　本発明の目的のために、用語「テクスチャ付与剤」は、固形状エマルジョンを得ること
を可能にする化合物または化合物の混合物を表す。用語「固形状」は、テクスチュロメト
リ（texturometry）により、下記の特定の測定方法に従い、プローブが組成物試料に侵入
する間に測定される最大力が0.25ニュートン以上、特に0.30ニュートン及びより特に0.35
ニュートン以上であるものを意味する：
　組成物が熱い間に直径４cm及び３cm深さのジャーに鋳込む。室温で冷却する。調製した
組成物の硬度を24時間後に測定する。試料を含むジャーは、テクスチュロメーター、例え
ばRheo社製TA－XT2を用いて、以下の手順に従いテクスチュロメトリーにより特徴づけさ
れる：５mm直径のステンレス鋼球型プローブを１mm／秒の速度で試料と接触させる。該測
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定系は、試料との界面を検出閾値0.005ニュートンで検出する。プローブは、試料中に0.1
mm／秒の速度で0.3mm侵入する。測定機は、侵入の間の時間による圧縮力の変化を記録す
る。試料の硬さは、侵入の間に検出される最大力の少なくとも３回に亘る平均である。
【発明の効果】
【００１３】
　上述のとおり、発明者らは本発明に従うワックスの少なくとも１種を油中水エマルジョ
ンに配合することは、処置及び／又はメークアップされるべき表面への塗布のための、化
粧料組成物に、コンディショニング特性及び満足の行くデポジション特性の点で有利なコ
ンシステンシを同時に与えることができることを見出した。後者の特性は、良好な拡がり
性に反映される。
【００１４】
　本発明の組成物のデポジション特性は、一般に体の表面に組成物を置いて（デポジット
）視覚により評価される。その拡がりは、容易であり、即ち、満足の行く滑り性をもって
行われなければならず、その表面の全体に置かれた物の均一な厚みが速く得られるもので
なければならない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　ワックス又はワックス状相
　本発明の目的のために、用語「ワックス」は可逆的に固体／液体相変化する親油性化合
物であり、２５℃以上で200℃以下の融点と、固体状態において非等方的な結晶構造態を
有するものを意味する。該ワックスを融解することにより、オイルと混和させて、微視的
に均一な混合物を形成することが可能であるが、該混合物の温度を下げることによって、
オイル中でワックスの再結晶が起る。
【００１６】
　有利に、本発明において、ワックス又はワックス状相は、25℃～42℃、特に25℃～40℃
、より特には25℃～35℃の融点を有する。
【００１７】
　本発明の目的のために、融点はISO標準11357-3；1999に記載されるような熱分析（DSC
）において観測される最も発熱性のピークの温度に対応する。
【００１８】
　ワックスの融点は、示差熱分析計（DSC)、例えばTAインストルメント社から商品名MDSC
 2920として市販されている熱分析計によって測定され得る。
【００１９】
　測定手順は以下のとおりである：
　るつぼ中に入れた５mgの試料を、－20℃～100℃まで10℃／分で第１の昇温に付し、次
いで、100℃から－20℃まで10℃／分で冷却し、そして最後に、－20℃～100℃まで5℃／
分で第２の昇温に付する。第２の昇温の間、空のるつぼと試料ワックスが入っているるつ
ぼとの熱量の吸収の相違の変化を温度の関数として測定する。化合物の融点は、温度関数
としての吸収熱量の相違の変化を表すカーブのピークの頂点に対応する温度である。
【００２０】
　上述のように、ワックスは固体形態において、２以上の形状係数を有する結晶、針状結
晶とも呼ばれる、形態である。
【００２１】
　一般に、針状結晶は、一方向の大きさが他の２方向の大きさより大きい形態の結晶であ
る。それは、それらの形状係数、即ち、最大長さの、他の２方向の大きさ（幅、厚さ）の
うちの大きい長さに対する比で特徴付けられる。本明細書において、この形状係数が２以
上、好ましくは３以上、より好ましくは４以上及び最も好ましくは５以上である。
【００２２】
　針状結晶及び、特に、それらの大きさは以下の方法により視覚的に特徴付けることがで
きる。
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　ワックスをホットプレート上に置かれた顕微鏡スライド上に置く。スライドとワックス
を、一般に、試験対象のワックスまたはワックス混合物の融点より５℃以上高い温度に加
熱する。融解させた後、得られた液体及び顕微鏡スライドを、ワックスが固化するように
冷却させる。結晶の観察は、観察する物体のサイズの関数として選択される対物レンズを
有するLeica DMLB100型光学顕微鏡を用いて、偏光下で行われる。結晶の大きさは、Micro
vision社から販売されているイメージ解析ソフトを用いて分析される。
【００２３】
　このようにして、結晶は、平均長さ0.1～50μm、好ましくは0.5～30μm、及び、より好
ましくは0.5～20μmである。「平均長さ」は、統計的粒径分布により、D50と呼ばれる半
数の粒子の粒子径として与えられる。
【００２４】
　結晶の平均長は、特に、固体組成物の総重量の50重量％超の高い水相含有量の、油中水
固体エマルジョンを決定付ける要因となる。
【００２５】
　特に、多量の、即ち50重量％超及び場合によっては90重量％までの量で、分散されてい
る相がある場合に、仮にこれらのワックスが特定のサイズ及び形状係数を有していないと
すれば、該分散されている相の滴がワックスのネットワークによる適した構造を阻止する
のに十分近接する。長細い形状とサイズは、分散されている水性滴とほぼ同程度の大きさ
であるが、このことにより、本発明に従うワックス結晶は水性滴の間に挿入され、及び、
従ってエマルジョンに要求される機械的特性を得るのに必要なネットワークを有利に形成
する。
【００２６】
　本発明は、これらの結晶が上述の形状係数及び／又は融点及び／又はサイズの基準を満
たしていないワックスの結晶と混合されている組成物にも関する。
【００２７】
　特に、それらは本発明に従う形状係数及び／又は長さを有しているが、本発明に従い好
ましい又は要求される融点に該当しないものであってよい。それらは、本発明で要求され
るのとは異なる形状係数の結晶であってもよい。
【００２８】
　本発明の目的のために、形状係数が２以上の結晶形態にはなり得ない及び／又は融点が
25～42℃ではあり得ないワックスを「本発明に従わないワックス」又は「従来のワックス
」という。
【００２９】
　一般に、本発明に従う少なくとも１のワックスは、本発明の組成物に、期待されたテク
スチャ及び機械的強度を与えるのに十分な量で本発明の組成物中に存在する。本発明の目
的のために、これが用語「有効量」の意味するところである。
【００３０】
　従って、該化粧料組成物は、本発明に従う結晶形態を有する少なくとも１のワックスを
、テクスチュロメトリーで、上で規定された詳細な測定条件に従い、このワックスの試料
中にプローブを挿入する間に測定される最大力が0.25ニュートン以上、及び好ましくは0.
30ニュートン以上とするのに十分な量で含む。
【００３１】
　例えば、本発明に従う組成物は、1～40重量％、好ましくは２～20重量％、及びより好
ましくは４～10重量％の本発明に従うワックスを含む。
【００３２】
　しかし、既に述べた理由により、要求された硬度と所望の延び特性を得るために配合さ
れるべき本発明に従うワックスの有効量は、連続相（ワックス及びオイル）の量と分散相
（水相）の量に顕著に依存して変わる傾向がある。さらに、この量は、組成物が１または
２以上の他の「慣用」のワックスを含むか否か、及び、これらのワックスの物理パラメー
タ、例えば硬度、の関数として、さらにはそれら各々の量に依存して変わる傾向もある。
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　第一の態様において、本発明の組成物は50重量％以下の水相を含み、前記脂質相が、10
～40重量％、好ましくは15～30重量％、及びより好ましくは15～25重量％のワックス状相
を含み得、前記ワックス状相は0.1～100重量％の本発明に従う少なくとも１のワックスを
含む。
【００３４】
 第二の態様において、本発明の組成物は50重量％超の水相を含み、脂質相が、10～40重
量％、好ましくは10～30重量％、及びより好ましくは５～25重量％のワックス状相を含み
、該ワックス状相は50～100重量％、好ましくは70～100重量％の、本発明に従う少なくと
も１のワックスと、所望により、0.5～50重量％、及びより好ましくは0.5～30重量％の、
少なくとも１の本発明に従わないワックスを含む。
【００３５】
　本発明の他の態様において、本発明の組成物におけるワックス状相は１又は複数の本発
明に従うワックスを含む。
【００３６】
　本発明に適するワックスは、天然由来、特に植物、鉱物、動物、及び／又は合成された
ものであってよい。該ワックスは、同時に動物由来及び合成品であってもよい。
【００３７】
　それらは、特に炭化水素ベースのワックス又はシリコーンワックスであってよい。炭化
水素ベースのワックスは、25℃における密度が0.9ｇ／cm3未満、及び好ましくは0.8ｇ／c
m3未満、より好ましくは0.75～0.80ｇ／cm3である。それらは、分子量が500ｇ／モル未満
、好ましくは400ｇ／モル以下、より好ましくは200～400ｇ／モル以下、及び最も好まし
くは250～350ｇ／モル以下である。
【００３８】
　炭化水素ベースのワックスの、非限定的な例は、とりわけフィッシャー－トロプシュワ
ックスであり、これはポリメチレンワックスまたは合成パラフィンワックスとしても知ら
れている。それらは、式CnH2n+2に相当する。
【００３９】
　本発明の一態様において、本発明に従うワックスは、少なくとも１のポリメチレンワッ
クスであり、特に、Cirebelle 505（商標）、Sasol社製、で融点が40℃のものである。
【００４０】
　シリコーンワックスに関しては、ポリオキシアルキレン化シリコーンタイプの、即ち、
少なくとも１の（－CxH2xO)a型、但し、ｘは２～６でありａは２以上である、オキシアル
キレン基を含むシリコーンである。
【００４１】
　本発明に適するオキシアルキレン化シリコーンは、式（I）、（II）、（III） 及び（I
V）の化合物から選択される。
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 式（I)、（II)、（III)及び（IV)において：
－R1は、同一もしくは異なっていてよい、直鎖もしくは分岐C1～C30アルキルもしくはフ
ェニル残基を表し、
－R2は、同一もしくは異なっていてよい、CcH2c－O－（Ｃ2Ｈ4Ｏ）a（Ｃ3Ｈ6Ｏ）b－Ｒ5

もしくはCcH2c－O－（Ｃ4Ｈ8Ｏ）a－Ｒ5残基を表し、
－R5は、同一もしくは異なっていてよい、水素原子、１～１２個の炭素原子を有する直鎖
もしくは分岐アルキル残基、１～6個の炭素原子を有する直鎖もしくは分岐アルコキシ残
基、2～３０個の炭素原子を有する直鎖もしくは分岐アシル残基、ヒドロキシ残基、所望
によりアミンにおいて置換されていてもよいC1～C6アミノアルコキシ残基、所望によりア
ミンにおいて置換されていてもよいC2～C6アミノアシル残基、所望によりアミン及びアル
キル鎖において置換されていてもよいアミノアルキル残基、C2～C30カルボキシアシル残
基、１もしくは２個の置換されたアミノアルキル残基により置換されている基、－NHCO（
CH2)dOH、及びフォスフェート基から選ばれる基を表し、
ｄは１～１０、ｎは０～５００、oは０～２０、ａは０～５０、ｂは０～５０、ａ＋ｂは
２以上、ｃは０～４である。
【００４２】
　該シリコーンは、例えば米国特許US-A-5 070 171号明細書、米国特許US-A-5 149 765号
明細書、米国特許US-A-5 093 452号明細書及び米国特許US-A-5 091 493号明細書に記載さ
れている。
【００４３】
　特に好適なシリコーンは式（III)においてR2が、同一もしくは異なっていてよい、CcH2
c－O－（Ｃ2Ｈ4Ｏ）a（Ｃ3Ｈ6Ｏ）b－Ｒ5であり、Ｒ5、ａ、ｂ及びｃが上で記載したもの
である。この態様において、ｂ及びｃは好ましくは０でありａが１～５０、好ましくは５
～３０、及びより好ましくは１０～２０である。
【００４４】
　謂うまでも無く、上で規定するワックスも、形状係数２以上の結晶形に結晶化可能であ
り、２５～４２℃の融点を有しなければならない。
【００４５】



(9) JP 4185018 B2 2008.11.19

10

20

30

40

50

 該ワックスの特に言及される非限定的な例は、Wacker-Belsil社より販売されているBels
il DMC 6038（商標）ワックスである。
【００４６】
 水性相
 本発明に従う組成物は、少なくとも１つの水性媒体を、水性相を構成する分散相として
含む。水性相は、主として水からなる。それは、水と、水と混和性（25℃で水に50重量％
超混和する）の有機溶媒、例えば、１～５個の炭素原子を含む低級モノアルコール、例え
ばエタノール、イソプロパノール、２～８個の炭素原子を含むグリコール、例えば、プロ
ピレングリコール、エチレングリコール、1,3－ブチレングリコール、ジプロピレングリ
コール、C3～C4ケトン及びC2～C4アルデヒド、の混合物も含む。
【００４７】
　水性相は、疎水性粒子の分散物、例えばポリマーの分散も含む。しかし、当業者は、ポ
リマー状増粘剤の導入がエマルジョンの性質（センス）を反転しないよう気を付ける。
【００４８】
　水性相は、適切であれば、慣用の水性ゲル化剤、特に鉱物由来の、例えば粘土、及び／
又は有機物由来の、例えばゲル化ポリマー、をも配合することによって、増粘され、ゲル
化され、又は構造のあるものにされ得る。
【００４９】
　上述のように、この水性相は、本発明の組成物中に非常に種々の量で存在し得る。それ
は、組成物の総量に対して、好ましくは、５０重量％超、特に６０重量％超、より特には
７０重量％超、特に７５重量％、及び、より特には８０重量％、８５重量％超でさえ、存
在する。
【００５０】
　脂質相
　ワックス状相に加えて、本発明の組成物は少なくとも１の、２５℃及び大気圧で液状の
脂質相を含んでよい。脂質相は、必要であれば、１又は２以上の有機質オイル及び／又は
親油性有機溶媒の構造化剤及びゲル化剤を含んでよい。
【００５１】
　液状の脂質相は、本発明の組成物の総重量に対して、0.5～80重量％、特に1～75重量％
、より特には2～65重量％、特に3～60重量％、又は5～50重量％でさえ存在する。
【００５２】
　本発明の組成物の脂質相は、特に液状脂質相として、少なくとも１の揮発性もしくは不
揮発性の、液状脂質物質、シリコーンもしくは非シリコーンオイル、又はこれらの混合物
を含む。
【００５３】
　本発明の目的のために、「揮発性オイル」とは、皮膚と接触して、室温及び大気圧下で
、１時間未満で揮発することができるオイルを意味する。本発明の揮発性オイルは、揮発
性の化粧オイルであって、室温で液状であり、室温及び大気圧下でゼロではない蒸気圧で
あって、0.01～300mmHg（1.33Pa～40000Pa）及び好ましくは0.3ｍｍHg（30Pa)超、を有す
る。
【００５４】
　「不揮発性オイル」は、皮膚と接触して、室温及び大気圧下で、少なくとも数時間皮膚
に残り、及び、0.01ｍｍHg（1.33Pa)以下の蒸気圧を有するオイルを意味する。
【００５５】
　これらの揮発性又は不揮発性オイルは、炭化水素ベースのオイル、特に植物もしくは動
物由来のもの、シリコーンオイル又はこれらの混合物であってよい。「炭化水素ベースの
オイル」とは、水素及び炭素原子を主として含み、酸素、窒素、硫黄、及び／又はリン原
子を含み得るオイルを意味する。
【００５６】
　揮発性の炭化水素ベースオイルは、８～１６個の炭素原子を含む炭化水素ベースオイル
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、及び特に分岐したC8～C16アルカン、例えば石油由来のC8～C16イソアルカン（イソパラ
フィンとも呼ばれる）、例えばイソドデカン（2,2,4,4,6‐ペンタメチルヘプタンとして
も知られる）、イソデカン、イソヘキサデカン、及び例えばIsopar（商標）又はPermetyl
s（商標）の商品名で市販されているオイル、分岐C8～C16エステル、例えばイソヘキシル
ネオペンタノエート、及びこれらの混合物から選ばれ得る。他の揮発性炭化水素ベースオ
イル、例えば石油蒸留物、特にShell社からShellSolt（商標）の商品名で市販されている
ものも使用される。
【００５７】
　さらに使用され得る揮発性オイルには、揮発性シリコーン、例えば揮発性直鎖もしくは
環状シリコーンオイル、特に８センチストークス（８×10-6ｍ2／s）以下の粘度を有し、
及び特に、２～７個のケイ素原子を含み、所望により１～１０個の炭素原子を含むアルキ
ルもしくはアルコキシ基を含むものが包含される。本発明において使用され得る揮発性シ
リコーンオイルとしては、オクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペン
タシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン、ヘプタメチルヘキシルトリシロキ
サン、ヘプタメチルオクチルトリシロキサン、ヘキサメチルジシロキサン、オクタメチル
トリシロキサン、デカメチルテトラシロキサン及びドデカメチルペンタシロキサン、及び
これらの混合物が例示される。
【００５８】
　好ましくは、本発明の組成物中に、揮発性オイルは、組成物総重量に対して、0.1重量
％～90重量％、より好ましくは1～50重量％、及び最も好ましくは2～35重量％で含まれる
。
【００５９】
　不揮発性オイルは、不揮発性の炭化水素ベースオイルであり、フッ素化されていてよい
もの、及び／又は不揮発性のシリコーンオイルから選ばれ得る。不揮発性の炭化水素ベー
スオイルとしては、以下のものが例示される；
動物由来の炭化水素ベースオイル、植物由来の炭化水素ベースオイル、例えば、グリセリ
ンの脂肪酸エステルからなるトリグリセリドであって、脂肪酸はC4～C24の、直鎖もしく
は分岐の、及び飽和もしくは不飽和の種々の鎖長を有してよい；これらのオイルは、小麦
胚芽オイル、ひまわり油、グレープシードオイル、セサミシードオイル、とうもろこしオ
イル、あんず油、ひまし油、シア油、アボガド油、オリーブ油、大豆油、スイートアーモ
ンド油、やし油、菜種油、綿実油、へーゼルナッツ油、マカダミア油、ホホバ油、アルフ
ァルファ油、けしの実油、かぼちゃ油、インゲン豆油、黒すぐり油、さくらそう油、きび
油、大麦油、キノワオイル、らい麦湯、サフラワー油、キャンドルナットオイル、とけい
草油、じゃこうバラ油；シアバター；又はカプリン酸トリグリセリド、例えばStearineri
es　Dubois社から市販されているもの、又はDynamit　Nobel社からMiglyol810（商標）、
812（商標）、818（商標）の商品名で市販されているもの、
１０～４０個の炭素原子を含む合成エーテル、
鉱物由来もしくは合成の直鎖もしくは分岐炭化水素、例えば石油ゼリー、ポリデセン、水
素化ポリイソブテン、例えばパーレアム(parleam)、スクワラン、及びこれらの混合物、
合成エステル、例えば式R1COOR2のオイル、ここでR1は１～４０個の炭素原子を含む直鎖
もしくは分岐脂肪酸残基を表し、R2は１～４０個の炭素原子を含む炭化水素に基づく分子
鎖、特に分岐したものであり（但しR1＋R2は10以上）例えばプーセリンオイル（セトステ
アリルオクタノエート）、イソプロピルミリステート、イソプロピルパルミテート、C12
～C15アルキルベンゾエート、ヘキシルラウレート、ジイソプロピルアジペート、イソノ
ニルイソノナノテート、２－エチルヘキチルパルミテート、イソステアリルイソステアレ
ート、アルコールもしくはポリアルコールヘプタノエート、オクタノエート、デカノアー
トもしくはリシノレート、例えばプロピレングリコールジオクタノエート；ヒドロキシル
化エステル、例えばイソステアリルラクテートもしくはジイソステアリルマレート；ポリ
オールエステル及びペンタエリスリトールエステル、
１２～２６個の炭素原子を含む分岐及び／又は不飽和炭素ベースの鎖を含む室温で液状の
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脂肪族アルコール、例えばオクチルドデカノール、イソステアリルアルコール、オレイル
アルコール、２－ヘキシルデカノール、２－ブチルオクタノール、又は２－ウンデシルペ
ンタデカノール、
高級脂肪酸、例えばオレイン酸、リノレイン酸、リノレン酸、及びこれらの混合物、及び
２つのアルキル鎖が同じであっても異なっていてもよい、ジアルキルカーボネート、例え
ばCognis社よりCetiol　CC（商標）として市販されているジカプリリルカーボネート。
【００６０】
本発明の組成物において使用され得る不揮発性のシリコーンオイルは、不揮発性のポリジ
メチルシロキサン（PDMS)、各々２～２４個の炭素原子を含む、シリコーン鎖の側鎖及び
／又は末端のアルキルもしくはアルコキシ基を含むポリジメチルシロキサン、フェニルシ
リコーン例えばフェニルトリメチコン、フェニルジメチコン、フェニルトリメチルシロキ
シジフェニルシロキサン、ジフェニルジメチコン、ジフェニルメチルジフェニルトリシロ
キサン、及び２－フェニルエチルトリメチルシロキシシリケート、及びこれらの混合物で
ある。
【００６１】
不揮発性油は、本発明の組成物中に、組成物総量に対して0.01～90重量％、特に0.1～85
重量％、及びより特に1～70重量％で含まれる。
【００６２】
　ワックス又はワックス状相に加えて、本発明の組成物は本発明に従うものではないワッ
クスをも含んでよい。
【００６３】
　組成物は、本発明に従うワックス以外のワックスの少なくとも１種を含む。これは、炭
化水素ベースワックス、フロロワックス、及び／又はシリコーンワックス、及び動物、植
物、鉱物由来もしくは合成されたものである。それは、例えば蜜蝋、カルナウバワックス
、キャンデリラワックス、パラフィンワックス、水素化ひまし油、シリコーンワックス、
マイクロクリスタリンワックス、及びこれらの混合物から選ぶことができる。
【００６４】
界面活性剤
エマルジョンは、少なくとも１種の界面活性剤を含み、それは組成物総重量の0.1～30重
量％、及びより好ましくは5～15重量％で含まれる。
【００６５】
これらの界面活性剤は、アニオン性、及びノニオン性界面活性剤から選ばれ得る。アニオ
ン性、ノニオン性界面活性剤の定義及び乳化作用について、「化学大辞典、カークオズマ
ー」、第２２巻、333～432頁、特に347～377頁、第３版、ワイリー、1979年を参照された
い。
【００６６】
本発明の組成物で使用される好ましい界面活性は、下記のものから選ばれる：
ノニオン性界面活性剤：脂肪酸、脂肪族アルコール、ポリエトキシ化もしくはポリグリセ
リン化脂肪アルコール例えばポリエトキシ化ステアリルもしくはセチルステアリルアルコ
ール、蔗糖脂肪酸エステル、アルキルグルコースエステル、特にC1～C6アルキルグルコー
ス脂肪エステル及びこれらの混合物、
アニオン性界面活性剤：アミン、水性アンモニア、もしくはアルカリ塩で中和されたC16
～C30脂肪酸またはそれらの混合物。
【００６７】
油中水エマルジョンが得られる界面活性剤であれば好適に使用できる。油中水エマルジョ
ンを得る際の界面活性剤は、HLB（親水性－親油性バランス）は３～６である。HLBの定義
はGalenica　５、Les　Systemes Disperses-I Agents de Surface et Emulsions、F.Puis
ieux、M.Seiller, 第153～155頁、Lavoisier出版、に記載されている。
【００６８】
より特には、ジメチコンコポリオール、又はアルキルジメチコンコポリオール型のシリコ
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ーン界面活性剤、例えば、Abil　EM　90（商標）及びAbil　WE　90（商標）としてGoldsc
hmidt社から市販されているもの、及びDC3225C（商標）、DC5200（商標）としてDow　Cor
ninng社から市販されているものが使用され得る。
【００６９】
粒子相
本発明の組成物は、粒子相も含んでよく、組成物総重量の0.01～40重量％、より好ましく
は0.01～30重量％、特に0.05～20重量％で存在する。
【００７０】
それは、特に化粧料組成物に慣用の顔料及び／又はパール成分及び／又はフィラーを含む
。顔料は、液状親水性相に不溶の、白色または着色の、鉱物質又は有機質粒子であって、
組成物に色及び／又は不透明性を与えるために使用されるものを意味する。フィラーは、
無色または白色の、鉱物質または合成の、薄片または非薄片状の粒子を意味する。パール
成分は、殻を有する軟体動物から生成される又は合成の真珠光沢の粒子を意味する。
【００７１】
顔料は、組成物総量の0.01～25重量％、好ましくは0.01～15重量％、及びより好ましくは
0.02～5重量％で含まれる。本発明で使用され得る鉱物性顔料の例は、酸化チタン、酸化
ジルコニウム、酸化セリウム、酸化亜鉛、酸化鉄、酸化クロム、第二鉄青、マンガン紫、
群青色、及びクロム水和物である。本発明で使用され得る有機顔料の例は、カーボンブラ
ック、D＆Cタイプ顔料、コチニールカーミンまたはバリウム、ストロンチウム、カルシウ
ム又はアルミニウムベースのレーキ、又はジケトンピロロピロール（DPP)等の、欧州特許
公開EP-A-542669号、787730号、787731号、及び国際公開第96/08537号に記載されている
ものである。
【００７２】
パール成分は、組成物総量の0.01～25重量％、好ましくは0.01～15重量％、及び特に0.02
～5重量％で含まれる。パール顔料は、白色パール顔料、例えばチタン又はオキシ塩化ビ
スマスで被覆されたマイカ、着色パール顔料、例えば酸化鉄で被覆されたチタンマイカ、
第二鉄ブルー又は酸化クロムで被覆されたチタンマイカ、上述の有機顔料で被覆されたチ
タンマイカ、及びオキシ塩化ビスマスに基づくパール顔料から選ばれてよい。
【００７３】
　フィラーは、組成物総量の0.01～40重量％、好ましくは0.01～30重量％、及び特に0.02
～20重量％で含まれる。それらは、球状フィラ－、例えばタルク、ステアリン酸亜鉛、マ
イカ、カオリン、ポリアミド（Nylon（商標））（Oragasol（商標）、Atochem社）パウダ
ー、ポリエチレンパウダー、テトラフロロエチレンポリマー（Teflon（商標））パウダー
、スターチ、窒化ホウ素、例えばポリビニリデンクロライド／アクリロニトリルのポリマ
ーマイクロスフェア、例えば、Expancel（商標）（Nobel　Industrie社）、アクリル酸コ
ポリマー（Polytrap（商標）、Dow　Corning社）、シリコーン樹脂マイクロビーズ（例え
ばTospearls（商標）、Toshiba社）及びオルガノポリシロキサンエラストマーであり得る
。
【００７４】
　組成物は、水溶性または脂溶性の染料をも、組成物総重量の0.01～6重量％、及び好ま
しくは0.01～3重量％で含んでよい。脂溶性の染料は、例えばスーダンレッド、DCレッド1
7、DCグリーン６、β-カロチン、大豆油、スーダンブラウン、DC　イエロー11、DCバイオ
レット2、DC　オレンジ5及びキノリンイエローである。水溶性の染料は、例えばアオゲイ
トウジュース、及びメチレンブルーである。
【００７５】
　本発明の組成物は、当分野で及びより特に化粧料及び皮膚科学で慣用の任意の成分をも
含んでよい。これらの成分は、特にビタミン、耐酸化剤、微量成分、柔軟剤、封鎖剤、フ
レグランス、塩基化または酸性化剤、保存剤、UV遮蔽剤、親水性もしくは親油性活性成分
、及びこれらの混合物から選ばれる。これらの種々の成分の量は、当分野で慣用されてい
る量、例えば組成物総重量の0.01～20重量％である。
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【００７６】
　いうまでも無く、当業者は、これらの追加成分の選択、及び/又はそれらの量は、それ
らの添加により本発明の組成物に悪い影響が及ばないように気をつける。
【００７７】
　本発明の組成物は、化粧料または皮膚科学で使用されている慣用の方法で調製すること
ができる。より特には、本発明のエマルジョンは、慣用の油中水エマルジョンを調製する
手順に従い調製される。
【００７８】
　これらのワックス状相中に融点が25～40℃のワックスの少なくとも１種が存在すること
を考慮して、乳化は、一般に、最も高い融点を有するワックスの融点の終点よりも５℃以
上高いところで行われる。
【００７９】
　より特に、脂質及び/又は脂質溶解性の成分は、一緒に混合され及びワックス又はワッ
クス状相の融点の終点よりも５℃以上高い温度にされる。水相は、水溶性成分と混合され
て、同じ温度にされる。水相が、次いで、徐々に、通常滴下されて、脂質相に配合されて
攪拌により均一にされ、その後室温まで冷却される。
【００８０】
　本発明の組成物は、スティックまたは皿形態に鋳込まれた形態、例えば口紅またはリッ
プバーム、固形ファンデーション、コンシーラー、肌色修正（コンプレクションコレクタ
ー）又は改良剤（エンハンサー）、及び/又はアイシャドウ、メイクアップルージュ、日
焼け止めバーム又はデオドランドバームであってよい。
【００８１】
　以下の組成物例は、本発明を説明する目的であり、制限するものではない。特に断りの
ない限り、パーセントは重量パーセントであり、範囲で表されている量は、両端の値を含
む。
【００８２】
　実施例
　スティック形状の７種のファンデーションを、以下のプロトコールに従い調製した。脂
質相、即ち、ワックス、オイル、界面活性剤、及び顔料を加熱パンに入れた。該混合物を
総てのワックスを融解するのに充分な温度にした。この温度は、最も高い融点のワックス
の融点よりも5℃以上高かった。水相成分、即ち、水、保存剤及び塩を総て混合し、同じ
温度まで加熱した。次いで水性相を脂質相に、約20ｇ／分で、Rayneri機を用いて400rpm
で攪拌しながら滴下した。
　添加の終了後20分間、1000rpmで攪拌を続けた。次いでエマルジョンを、外径25mmのLaf
fonブランドのスティック容器中に流し入れた。
　本発明に従い結晶形態で使用されたワックスは、商品名Belsil　DMC6038でWacker社か
ら市販されているものである。それは、テストB、D、及びGで使用された。
　他のテストは、比較例、即ち、そのエマルジョン中に形状係数が２以上のワックス結晶
を含まないものである。
　塗布物（デポジット）の質は、前腕に1回塗布した後に比較して評価した。目視できる
色を皮膚上で与えるので、充分大きい塗布物が好ましい。
　本発明に従う３つの例のみ、即ち、B、D及びGが、特にGの場合には大量の水相で、適切
なテクスチャのスティック及び満足の行くデポジットを同時に与えることが可能であった
。
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